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わ
り
に

は
じ
め
に

京
都
栂
尾
・
高
山
寺
所
蔵
の
『
観
智
記
』
三
帖
（
重
文
第
二
部
第
四
十
二
号
7
～
三
）
は
、
鎌
倉
時
代
寛
喜
三
年
（
三
三
〇
）
以
降
、
恐
ら

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究
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四
一
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一
四
二

く
は
明
恵
上
人
の
示
寂
す
る
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
か
ら
さ
ほ
ど
下
ら
な
い
時
期
の
成
立
、
書
写
に
か
か
る
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
を
主
体

と
す
る
資
料
で
あ
る
。
奥
書
を
有
し
な
い
が
、
内
部
徴
証
に
よ
り
明
恵
上
人
高
塀
（
二
七
八
～
一
二
三
二
）
に
よ
る
法
談
の
聞
書
を
基
盤
と

す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（1）

明
恵
の
法
談
に
は
主
に
「
講
説
」
と
「
伝
授
」
と
の
二
種
が
あ
っ
た
こ
と
は
旧
稿
で
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
「
明
恵
上
人
行
状
」
の
記

述
を
重
視
す
れ
ば
、
「
講
説
」
に
は
、
特
定
の
典
籍
の
注
釈
を
目
的
と
し
た
「
講
経
」
と
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
「
説
法
」

（2）

と
の
二
つ
の
概
念
が
含
ま
れ
て
い
る
。
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
「
講
経
」
で
あ
っ
て
、
明
恵
は
三
十
点
以
上
の
典
籍
を
対
象
と
し
て

お
り
、
そ
の
間
書
で
あ
る
「
華
厳
信
種
義
聞
集
記
」
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
「
光
言
句
義
釈
聴
集
記
」
等
は
国
語
史
資
料
と
し
て
重
視
さ
れ
て

き
た
。
対
し
て
「
説
法
」
は
、
必
ず
し
も
「
講
経
」
や
「
伝
授
」
の
よ
う
な
定
型
化
し
た
場
が
あ
っ
た
と
は
限
ら
ず
、
折
々
の
機
会
に
種
々

の
教
学
上
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
行
っ
た
解
説
を
広
く
含
む
概
念
と
考
え
ら
れ
る
。
近
侍
し
た
弟
子
達
は
折
々
の
師
の
発
言
を
盛
ん
に
記
録
し
、

教
学
理
解
に
資
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
恵
が
示
寂
す
る
と
明
恵
の
学
説
に
対
す
る
蒐
集
と
保
存
の
気
運
が
高
ま
り
、
多
く
の
聞
書
類
が
編
集

さ
れ
て
い
る
が
、
「
観
智
記
」
も
そ
の
よ
う
な
気
運
の
中
で
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
。

「
観
智
記
」
に
収
載
さ
れ
た
聞
書
に
は
、
寛
喜
二
年
、
同
三
年
の
識
語
を
有
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
前
後
の
「
説
法
」
に
基
づ
く
聞
書
が

中
心
を
成
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
返
読
表
記
を
多
用
し
た
固
い
漢
文
訓
読
的
表
現
l
を
基
調
と
す
る
一
方
で
、
仮
名
書
き
自
立
語
が
多
く
見
ら

れ
、
諸
処
に
中
世
語
的
言
語
事
象
が
確
認
さ
れ
る
等
、
非
常
に
有
益
な
用
例
を
提
供
す
る
国
語
史
資
料
と
目
さ
れ
る
。

本
稿
は
、
「
観
智
記
」
の
成
立
背
景
を
確
認
し
た
上
で
、
特
に
国
語
史
的
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
諸
事
象
の
概
略
を
記
述
し
、
鎌
倉
時
代
語

資
料
と
し
て
の
性
格
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
書
誌
概
略

本
資
料
は
、
綴
葉
装
で
、
樽
紙
を
用
い
、
法
量
縦
二
二
二
一
糎
、
横
一
四
・
九
糎
を
算
す
る
。
本
文
は
、
巻
一
・
四
十
三
丁
、
巻
二
・
四



十
二
↓
、
巻
三
三
十
五
丁
に
、
二
加
七
行
（
稀
に
六
行
又
は
八
行
）
、
二
行
十
五
字
前
後
で
記
さ
れ
て
い
る
。
各
巻
共
そ
の
後
に
十
丁
余
り
の

白
紙
を
有
す
る
。
各
巻
に
共
紙
原
表
紙
を
有
し
（
但
し
、
巻
T
は
下
三
分
の
二
が
欠
損
）
、
外
題
は
、
巻
二
以
下
に
「
観
智
記
第
二
」
「
観
智
記
第

三
」
が
本
文
と
同
筆
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
（
巻
T
は
欠
損
の
為
「
観
」
字
の
み
存
）
。
本
文
は
漢
字
片
仮
名
交
り
文
が
主
体
で
あ
っ
て
、
部
分
的

に
朱
点
（
仮
名
、
声
点
、
合
点
・
鎌
倉
時
代
中
期
）
、
墨
点
（
仮
名
、
返
点
、
声
点
・
鎌
倉
時
代
中
期
）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
各
巻
第
一
丁
表
に
は

「
方
便
智
院
」
単
廓
朱
方
印
を
有
し
、
各
巻
表
紙
中
央
に
、
本
文
、
外
題
と
は
別
筆
で
「
木
中
東
三
箱
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

（3）

高
山
寺
蔵
「
方
便
智
院
聖
教
目
録
」
（
第
一
部
一
九
三
号
［
9
］
）
の
「
東
第
三
」
の
内
容
と
一
致
す
る
。
同
目
録
の
「
東
第
二
」
「
東
第
三
」
の

二
箱
は
明
恵
上
人
に
特
に
関
係
の
深
い
聖
教
を
収
め
た
箱
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
東
第
二
」
に
は
主
に
明
恵
上
人
の
著
作
や
自
筆
本
、
「
東
第

三
」
に
は
主
に
「
光
言
句
義
釈
聴
集
記
」
「
真
間
集
」
「
護
身
法
事
」
「
随
聞
秘
密
抄
」
「
梅
尾
御
物
語
」
「
五
秘
密
」
を
始
め
と
す
る
明
恵
上
人

の
講
説
、
伝
授
に
よ
る
聞
書
類
が
集
中
し
て
い
る
。
「
観
智
記
」
も
明
恵
上
人
関
係
の
聞
書
類
の
一
つ
と
し
て
東
第
三
箱
に
収
め
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
尚
、
高
山
寺
に
は
別
に
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
永
弁
が
同
書
を
転
写
し
た
一
本
（
第
＝
八
函
六
五
号
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
奥
書
に
は
「
以
石
水
院
経
蔵
本
寓
之
了
」
と
あ
る
。
「
東
経
蔵
」
の
聖
教
は
天
文
六
年
（
二
五
三
七
）
以
前
に
法
鼓
董
聖
教
等
と
共
に
石

（4）

水
院
密
経
蔵
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
成
立
背
景

1
、
講
師
・
明
恵
上
人

「
観
智
記
」
な
る
名
称
が
単
に
「
智
」
を
「
観
」
す
る
た
め
の
記
録
と
い
う
意
味
の
命
名
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
何
ら
か
の
典
拠
を
有
す
る

の
か
は
未
勘
で
あ
る
。
聞
書
内
に
は
「
観
智
儀
軌
」
（
不
空
訳
「
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
稔
迦
観
智
儀
軌
」
）
か
ら
の
引
用
が
あ
る
が
（
巻
‡
＝
二
オ

六
）
、
後
述
の
よ
う
に
聞
書
内
に
敷
宿
さ
れ
た
参
考
典
籍
の
域
を
出
な
い
。

本
資
料
が
明
恵
説
の
聞
書
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
は
次
の
内
部
徴
証
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究

一
四
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
1
）
去
年
遥
所
労
之
時
キ
大
虚
空
界
ヲ
答
ト
云
フ
夢
ヲ
見
タ
リ
キ
（
巻
三
・
二
四
ウ
七
、
「
語
大
人
空
智
法
空
智
文
事
」
）

ホ
カ

（
2
）
　
又
紀
州
二
崎
山
ト
申
ス
所
二
住
セ
シ
時
キ
キ
ト
フ
シ
タ
ル
こ
法
門
ヲ
ヲ
モ
ハ
へ
テ
ネ
レ
ハ
外
ナ
ル
人
ノ
帳
墓
ノ
内
ニ
サ
ヌ
キ
ワ
ラ
タ
ホ
ト

ナ
ル
月
ノ
ア
ッ
ト
見
ケ
ル
事
（
巻
一
・
三
〇
ウ
七
、
「
金
剛
甲
胃
事
」
）

（
3
）
寛
喜
二
年
舶
八
月
四
日
記
云
／
欒
化
ニ
ハ
衆
生
攣
化
ト
申
ス
コ
ト
モ
ア
リ
（
巻
二
二
二
五
オ
五
、
「
観
一
切
法
如
備
攣
化
等
事
」
）

（
4
）
寛
華
二
年
僻
五
月
十
日
記
云
／
悌
攣
化
者
探
玄
記
ニ
マ
ト
マ
（
上
・
上
・
上
）
化
身
ト
云
フ
事
ヲ
申
ス
ニ
化
ノ
上
二
化
ヲ
起
ス
ト
釈
ス
（
巻
二
・

三
六
ウ
四
、
「
観
一
切
法
如
備
攣
化
等
事
」
）

（
5
）
寛
喜
二
年
舶
十
二
月
廿
三
日
於
高
山
寺
東
谷
禅
河
院
御
庵
室
上
人
御
房
午
自
取
筆
御
粘
了
依
髪
河
己
講
之
請
也
（
巻
一
・
三
三
オ
三
、

「
大
意
三
昧
真
言
鮎
事
」
）

（
1
）
　
は
講
者
が
寛
喜
二
年
に
病
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
が
、
こ
れ
は
「
明
恵
上
人
行
状
」
の
、

○
寛
喜
二
年
撃
百
十
五
日
ノ
朝
ヨ
リ
不
食
ノ
所
労
二
煩
フ
（
「
仮
名
行
状
」
下
四
二
オ
）

○
寛
喜
二
年
二
月
病
中
為
示
同
法
開
此
十
門
、
願
同
意
者
、
同
人
此
一
門
者
、
生
生
必
会
知
識
前
、
沙
門
高
所
病
中
記
之
（
「
仮
名
行
状
」

下
四
三
オ
）

と
符
合
す
る
。
（
2
）
は
紀
州
崎
山
に
止
住
し
た
こ
と
の
回
想
で
あ
る
が
、
崎
山
は
父
母
に
死
別
し
た
明
恵
が
伯
母
に
預
け
ら
れ
養
育
さ
れ
た

土
地
で
あ
っ
て
、
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
　
に
は
、

○
承
元
二
年
冬
比
、
梅
尾
聯
依
有
其
煩
、
又
下
向
紀
州
、
艮
貞
入
道
後
家
尼
田
殿
庄
内
崎
山
屋
敷
、
為
彼
入
道
菩
提
施
与
上
人
（
上
山
本
明

恵
上
人
行
状
（
漢
文
行
状
）
巻
中
三
二
張
、
訓
点
省
略
）

（5）

の
如
く
、
「
煩
」
　
の
あ
っ
た
栂
尾
を
避
け
て
伯
母
の
住
居
に
止
住
し
て
い
る
。

（
5
）
は
、
本
資
料
巻
一
「
一
大
慈
三
昧
真
言
鮎
事
」
（
三
一
ウ
三
）
に
あ
る
識
語
で
あ
っ
て
、
「
高
山
寺
東
谷
禅
河
院
御
庵
室
」
と
は
明

恵
の
住
房
で
あ
る
。
そ
の
祖
本
は
明
恵
自
筆
の
陀
羅
尼
が
梵
字
と
漢
訳
と
で
引
か
れ
、
明
恵
に
よ
る
朱
筆
の
声
点
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
を



示
し
て
お
り
、
本
文
に
は
こ
の
後
に
個
々
の
梵
語
春
解
説
す
る
片
仮
名
交
り
文
の
聞
書
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
恵
が
書
写
、
差
声
し

た
陀
羅
尼
に
対
し
て
自
ら
解
説
を
行
っ
た
と
こ
ろ
の
聞
書
が
本
資
料
に
収
載
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

又
、
聞
書
部
分
に
は
問
答
体
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
、
師
の
発
間
に
対
し
て
義
林
房
喜
海
（
＝
七
八
⊥
二
五
〇
）
が
応

答
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

（
6
）
抑
此
等
ハ
置
果
ノ
故
欺
又
イ
カ
ナ
ル
事
ソ
ヤ
劃
柵
蘭
利
討
刃
澄
果
ノ
徳
ナ
ラ
バ
一
切
聖
人
如
此
マ
シ
マ
ス
へ
シ
必
シ
モ
不
爾
サ
レ
ハ
別

ノ
神
呪
ノ
カ
等
相
加
ル
放
下
心
得
へ
キ
也
（
巻
二
・
三
〇
ウ
三
）

右
は
聴
衆
の
一
人
に
義
林
房
喜
海
が
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
華
厳
信
種
義
聞
集
記
」
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
等
に
も
類
例
が
見

（6）

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
明
恵
上
人
の
法
談
の
場
の
実
態
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。

又
、
聞
書
内
に
は
、
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
に
利
用
さ
れ
て
い
る
例
話
、
比
喩
と
同
一
の
例
が
認
め
ら
れ
、
共
に
講
師
が
明
恵
に
よ
る
も
の

と
し
て
追
認
さ
れ
よ
う
。

（
7
）
翠
川
功
列
外
つ
痢
パ
痢
引
見
山
川
廟
痢
刊
可
刃
外
嘲
也
河
引
剋
可
必
読
列
外
矧
刃
可
利
姐
刊
初
心
ニ
テ
ハ
悌
智
ノ
二
分
ヲ
ワ
カ
チ
取
テ

一
ノ
ス
ニ
シ
タ
ル
ナ
リ
サ
レ
ハ
ト
モ
ス
レ
ハ
彿
果
ノ
智
海
力
来
テ
サ
シ
入
ル
也
（
巻
二
二
六
オ
六
）

○
此
国
分
可
説
果
分
不
可
説
ノ
義
ハ
・
源
ト
十
地
論
ノ
我
且
説
一
分
ト
云
ヨ
リ
オ
コ
レ
ト
モ
・
三
賢
二
ワ
タ
リ
テ
・
皆
因
果
二
分
・
可
説
不
可

説
ノ
義
ハ
ア
ル
也
・
此
ノ
可
説
不
可
説
ノ
義
ハ
・
ワ
タ
ノ
へ
河
ノ

海
ニ
ッ
、

キ
タ
ル
ニ
ソ
似
タ
ル

河
ヨ
リ
見
テ
セ

ハ
キ
分
ハ

・
因
分
可

撃
－
倒
引
っ
」
讐
引
」
っ
封
つ
面
∃
矧
苅
叫
「
惑
到
罰
誠
』
笥
矧
急
勘
・
但
シ
信
位
ソ
・
生
得
善
ナ
ル
カ
故
ニ
・
果
分
不

可
説
ノ
義
ヲ
云
ハ
サ
ル
・
云
ゝ
　
（
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
巻
三
二
二
ウ
一
）

○
唯
一
悌
智
印
也
・
凡
夫
ノ
方
ヨ
リ
見
レ
ハ
・
修
従
ノ
漸
次
ア
ル
カ
故
ニ
・
差
別
施
設
ス
ル
也
・
例
ノ
ワ
タ
ノ
ヘ

河
ノ
海
ノ
方
ヨ

ハ
・
同

オ
四
）

一
画
味
ニ

シ
テ
・
海
ト
ヒ
ト
ツ
ニ
テ

河
ヨ
リ
見
レ
ハ

猶
ヲ
セ
ハ

ク
テ
河
ナ
ル
カ
如
シ

（
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
巻
六
・
二

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究
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一
四
六

以
上
に
よ
り
、
本
資
料
が
、
明
恵
に
よ
る
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
、
寛
軍
二
年
（
一
二
三
こ
　
（
明
恵
五
十
八
歳
、
五
十
九
歳
）
の
「
説
法
」

に
基
づ
い
た
聞
書
を
中
心
に
編
集
さ
れ
て
成
立
し
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
「
明
恵
上
人
仮
名
行
状
下
」
に
よ
れ
ば
、
明
恵
の
「
講
経
」

（7）

は
寛
喜
三
年
二
月
十
五
日
が
最
後
と
さ
れ
て
い
る
が
、
右
に
よ
り
「
説
法
」
だ
け
は
そ
の
後
も
行
わ
れ
て
、
そ
の
間
書
の
一
部
が
本
資
料
に

収
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
本
資
料
は
、
明
恵
上
人
最
晩
節
の
法
談
に
基
づ
く
聞
書
類
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

2
、
内
部
構
造
か
ら
推
定
さ
れ
る
本
資
料
の
成
立
背
景

本
資
料
は
、
（
A
）
大
意
、
（
B
）
繹
名
題
目
、
（
C
）
人
文
料
簡
の
三
種
の
大
見
出
し
を
、
朱
筆
「
∴
」
を
付
し
て
掲
げ
、
そ
の
後
に
五

十
六
の
項
目
を
、
他
の
行
頭
よ
り
一
字
分
上
げ
た
部
分
に
「
二
を
付
し
て
見
出
し
に
立
て
、
改
行
の
後
、
片
仮
名
交
り
文
を
主
体
と
す
る

聞
書
を
置
く
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
無
論
こ
れ
ら
は
周
到
な
編
集
の
成
果
で
あ
っ
て
、
中
に
有
す
る
識
語
の
年
次
も
順
番
通
り
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
大
見
出
し
、
見
出
し
の
一
覧
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
巻
こ

（A）

（

1

）

一

（

2

）

一

（

3

）

一

（

4

）

一

（

5

）

一

（

6

）

一

「
∴
」
大
意
（
一
オ
一
）

儀
軌
説
相
事
（
一
オ
二
）

諸
儀
軌
次
第
前
後
康
略
等
事
（
一
ウ
六
）

種
子
事
（
四
オ
二
）

三
摩
耶
形
事
（
四
ウ
ニ
）

印
事
（
四
ウ
四
）

本
尊
事
（
四
ウ
六
）

（B）

（
7
〓

（
8
〓

（

9

）

一

（

1

0

）

一

（C）

（

1

1

）

一

（

1

2

）

一

「
∴
」
繹
名
　
題
日
（
六
オ
五
）

文
鮎
事
（
六
オ
六
）

儀
軌
事
（
六
ウ
六
）

配
六
種
繹
事
（
七
オ
四
）

繹
字
事
（
七
ウ
二
）

「
∴
」
人
文
料
簡
（
八
オ
四
）

初
備
頒
事
（
八
オ
五
）

四
線
事
（
八
ウ
二
）



（13）

（14）（15）

（16）（17）（18）（19）

（20）（21）（22）（23）

（24）（25）（26）

（27）（28）（29）

（30）（31）

法
随
法
行
事
（
九
オ
七
）

入
大
量
茶
羅
事
（
一
〇
オ
一
）

越
三
昧
耶
事
（
〓
ウ
七
）

取
河
両
岸
大
事
（
一
二
ウ
一
）

地
天
真
言
加
持
事
（
一
三
オ
四
）

普
賢
行
願
事
（
一
三
ウ
二
）

無
量
寿
命
決
定
如
来
事
（
一
四
ウ
ニ
）

入
悌
三
昧
耶
事
（
一
四
ウ
七
）

印
相
事
（
一
五
オ
四
）

a
字
遍
一
肘
重
事
（
一
五
オ
七
）

a
字
本
不
生
事
（
一
五
ウ
四
）

専
注
一
線
事
（
一
六
オ
五
）

十
六
想
観
事
（
一
九
ウ
三
）

入
彿
三
昧
耶
真
言
事
（
二
〇
オ
一
）

則
見
一
切
如
来
地
事
（
二
〇
オ
五
）

三
道
界
事
（
二
〇
ウ
一
）

地
波
羅
密
事
（
二
〇
ウ
三
）

法
界
生
事
（
二
一
オ
六
）

樽
法
輪
事
（
二
一
ウ
二
）

（

3

2

）

一

（

3

3

）

一

（

3

4

）

一

（

3

5

）

一

（

3

6

）

一

（
巻
二
）

（

3

7

）

一

（

3

8

）

一

（

3

9

）

一

（

4

0

）

一

（

4

1

）

一

金
剛
甲
胃
事
（
二
一
ウ
七
）

大
挙
二
昧
真
言
鮎
事
（
三
一
ウ
三
）

梵
漢
相
封
音
鮎
等
料
簡
（
三
三
オ
七
）

道
場
観
事
（
四
一
オ
四
）

五
供
事
（
四
二
オ
六
）

賛
相
三
摩
地
事
（
一
オ
一
）

一
切
法
如
幻
等
文
事
（
一
オ
六
）

無
所
得
以
為
方
便
□
事
（
五
オ
四
）

無
所
得
義
事
（
六
オ
四
）

浄
妙
彿
条
等
文
事
（
六
ウ
ニ
）

（
竺
一
欒
受
告
受
等
事
（
九
ウ
四
）

（
4
3
）
一
如
影
像
事
（
〓
ウ
一
）

（
4
4
）
一
如
光
影
乃
至
不
即
不
離
文
事
（
〓
ウ
三
）

（
竺
一
即
諾
真
如
事
（
二
二
オ
一
）

（
4
6
）
一
観
一
切
法
如
水
月
等
事
（
三
一
オ
こ

（
4
7
）
一
観
一
切
法
如
悌
攣
化
等
事
（
三
四
ウ
一
）

（
竺
一
大
空
三
摩
地
事
（
三
七
ウ
三
）

（
4
9
）
一
観
法
度
略
事
（
三
八
オ
二
）

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究

一
四
七
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鎌
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真
諺
門
事
（
三
九
ウ
一
）

自
覚
聖
智
境
界
所
得
事
（
三
九
ウ
五
）

三
摩
地
印
事
（
四
〇
ウ
六
）

通
達
心
真
言
粘
句
義
事
（
四
一
オ
三
）

一
四
八

（
巻
三
）

（
5
4
〓
　
通
達
心
菩
提
心
文
修
分
別
事
〓
オ
一
）

（
5
5
）
一
為
青
為
黄
等
廣
略
事
（
五
ウ
四
）

（
5
6
二
　
倍
入
大
空
智
法
空
智
文
事
（
六
オ
三
）

（
A
）
　
（
B
）
　
（
C
）
の
各
大
見
出
し
は
本
文
内
の
主
旨
と
概
ね
一
致
し
て
お
り
、
殊
に
（
C
）
は
特
徴
的
で
あ
る
。
即
ち
、
聞
書
に
典
拠
が

明
示
さ
れ
な
い
ま
ま
他
典
籍
の
章
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
行
間
に
朱
筆
で
出
典
名
を
書
き
入
れ
て
お
り
、
更
に
、
聞
書
の
後
に
そ

の
典
籍
の
章
句
を
抄
出
し
て
、
出
典
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
五
教
卓
中
巻
」
　
（
朱
筆
）

唯
智
境
界
非
事
識
以
此
方
便
合
一
乗
ト
云
テ
如
此
シ
談
ハ
皆
智
眼
ノ
前
ヲ
章
二
シ
テ
云
フ
事
也
サ
テ
凡
支
門
カ
ラ
見
レ
ハ
カ
リ
ソ
メ
ナ
リ

是
ヲ
ヌ
リ
カ
タ
メ
〈
シ
テ
ア
レ
ハ
終
二
悌
果
ヲ
讃
シ
テ
見
レ
ハ
初
心
ト
同
也
（
中
略
）

五
教
章
中
云

一
即
具
多
名
惣
相
　
多
即
非
二
是
別
相
　
多
類
自
同
成
於
惣
　
各
鉢
別
異
類
於
同
一
多
縁
起
理
妙
成
　
壊
佳
日
法
常
不
作
　
咄
矧
魂

界
堀
割
謝
．
以
此
方
便
合
一
乗
文
　
（
巻
二
二
四
オ
二
）

「
人
文
料
簡
」
の
「
料
簡
」
と
は
、
『
大
漢
和
辞
典
』
の
記
述
に
拠
れ
ば
「
は
か
り
え
ら
ぶ
」
、
「
は
か
り
し
ら
べ
る
」
の
意
で
あ
り
、
「
解
脱

門
義
聴
集
記
」
巻
十
奥
書
の
「
己
上
ニ
ケ
度
記
井
林
師
令
記
給
先
師
口
決
或
便
宜
之
時
一
両
対
期
間
等
類
集
之
問
於
義
便
有
前
後
相
違
事
欺

後
者
刊
定
央
」
、
起
信
論
本
疏
聴
集
記
の
「
而
二
此
文
ヲ
東
大
寺
尊
勝
院
ノ
、
＼
此
劫
不
覚
ヲ
矧
曹
可
云
ク
。
一
劫
。
云
云
蓬
こ
ル
二
一
年
二
年

無
二
劫
名
一
。
漸
漸
二
経
行
シ
テ
劫
ト
云
フ
名
出
来
時
初
テ
費
ナ
リ
。
（
中
略
）
此
料
簡
⇒
ア
マ
タ
ノ
難
ア
リ
。
先
ッ
同
大
師
御
作
五
教
章
二
此
文
ヲ
判
シ

テ
云
ク
。
此
文
但
惣
相
説
。
云
云
八
六
四
二
萬
等
ヲ
惣
シ
テ
各
ノ
劫
マ
テ
サ
メ
ス
ト
云
也
。
此
文
二
大
二
相
違
ス
。
」
（
巻
四
末
・
∵
五
∵
甲
∵
四
）
等



（
表
〓
「
観
智
記
」
に
お
け
る
他
典
籍
の
敷
行
、
引
用

（
典
籍
名
は
原
本
の
ま
ま
）

（（C （B A
） ） ）

（ （ （

ナ
シ

ナ

聞

（44
（42 （41 （38 （32 42 12

）
10
））

倶
金

）

供光

）十
明

密
厳

）
（円
覚
経
略
疏
）

円

）
観
智

）

浄五

心
地

婆
沙

遺
経

口論

倶

論

十

経

秘

儀
軌

大

観
経

、レ

論

婆

論
ノ
疏

逼

吾
内

聞
仝 合法 明密 覚 日 諸十 地沙 教 シ 書
呈 払 払 経

略
経
第

亜 払＿ の
後珊

第
澗
第

師
疏

聞己密
厳 心趣間

経

第
三
報
恩
品

禦
本
文
無
引
用
）

監
胴

四 一釈 経
第

＿

疏
第
二

四 経
上

答
上

記
第

＿

へ
の
付
加

（
4
5
）
五
教
章
中
巻

仁
王
経

六
十
華
厳
経

菩
提
心
論

大
日
経

華
厳
五
教
章
第
四

仁
王
経
下

華
厳
経
第
九

華
厳
経
疏
演
義
抄
第
十
九

華
厳
経
探
玄
記

菩
提
心
論

大
口
径
疏
第
二

華
厳
孔
日
章
第
四

（
4
6
）
菩
提
心
論

菩
提
心
論

（
5
4
）
大
日
経

大
日
経
第
一

（
5
6
）
倶
舎
論

密
厳
経

倶
舎
論
第
廿
九

華
厳
経
探
玄
記
第
三

（
悉
曇
蔵
）

探
玄
記

唯
識
論
ノ
枢
要

倶
舎
論
第
三
十

大
乗
密
厳
経
第
一

倶
舎
論
第
廿
九

華
厳
経
探
玄
記
第
三

悉
曇
蔵
第
二

華
厳
経
探
玄
記
第
三

唯
識
論
枢
要
上

唯
識
論
枢
要
述
記
第
一

※
（
　
）
内
は
、
典
籍
名
を
明
示
し
な
い
も
の
。

明
恵
関
係
間
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究



鎌
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一
五
〇

を
傍
証
に
考
え
る
と
、
具
体
的
に
は
「
教
義
、
学
説
の
検
討
」
、
派
生
し
て
「
教
義
、
学
説
上
の
典
瓢
の
検
討
」
、
或
は
、
そ
の
検
討
結
果
が

示
さ
れ
た
記
録
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
本
資
料
の
（
C
）
　
「
人
文
料
簡
」
は
、
明
恵
が
法
談
で
引
用
、
敷
術
し
た
典
籍
に

つ
い
て
、
そ
の
出
典
に
遡
っ
て
確
認
、
検
討
し
、
師
説
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
資
料
内
の
聞
書
内
に
お
い
て
引
用
、
敷
術
さ
れ
た
典
籍
名
と
、
聞
書
の
後
に
置
か
れ
た
出
典
典
籍
と
の
関
係
を
整
理
す
る
と
表
一
の
通

り
で
あ
る
。

注
意
さ
れ
る
の
は
、
右
の
典
籍
の
内
に
は
明
恵
上
人
が
講
経
の
対
象
と
し
た
も
の
が
、
多
数
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
年
次
の

明
ら
か
な
も
の
だ
け
に
限
っ
て
も
、
「
華
厳
経
探
玄
記
」
（
建
久
九
年
（
二
九
八
）
、
承
元
元
年
二
二
〇
七
）
）
、
「
華
厳
経
疏
演
義
抄
」
　
（
正
治
二

年
（
二
一
〇
〇
）
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
）
、
「
華
厳
五
教
章
」
（
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
）
、
大
日
経
疏
（
建
暦
元
年
（
二
一
二
）
、
同
二
年
（
一

二
二
一
）
、
建
保
元
年
（
二
一
三
一
）
、
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
）
、
道
教
経
（
建
保
三
年
（
二
一
一
五
）
）
、
大
方
広
円
覚
略
疏
注
経
（
建
保
三
年
（
一

二
一
五
）
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
）
、
菩
提
心
論
（
嘉
禄
元
年
（
〓
≡
五
）
）
等
が
確
認
さ
れ
る
。
本
資
料
は
、
章
段
に
よ
っ
て
用
語
に
著
し
い

差
が
見
ら
れ
る
が
、
後
述
の
中
世
的
言
語
徴
証
や
平
安
時
代
和
文
に
特
有
の
語
は
、
表
一
に
掲
げ
た
、
特
定
の
典
籍
の
章
句
を
引
用
、
敷
術

し
た
部
分
に
集
中
的
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
部
分
は
「
華
厳
信
種
義
聞
集
記
」
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
等
の
講
経
の
聞
書
類
と
非

常
に
近
似
し
た
性
格
を
有
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
或
い
は
、
「
観
智
記
」
に
資
さ
れ
た
閏
書
の
大
半
は
、
見
出
し
に
あ
る
テ
ー
マ
の

法
談
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
右
の
典
籍
に
対
す
る
講
経
の
聞
書
の
中
か
ら
テ
ー
マ
に
合
致
す
る
部
分
を
適
宜
抄
出
し
て
、
編
集
さ
れ
た

も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
国
語
史
上
の
諸
問
題

一
般
に
聞
書
類
は
注
釈
対
象
の
理
解
の
達
成
と
い
う
点
に
第
一
の
目
的
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
越
え
た
特
別
な
意
図
を
持
っ

て
師
の
発
話
が
写
し
取
ら
れ
て
い
る
と
無
批
判
に
考
え
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
に
本
資
料
は
、
章
段
に
よ
っ
て
用
語
、



文
体
に
著
し
い
差
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
全
体
を
等
質
な
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
本
文
の
基
調
を
な
す
表

現
は
当
時
二
股
の
書
記
言
語
と
同
様
、
返
読
表
記
や
文
末
表
現
に
「
ナ
リ
」
「
ベ
シ
」
等
を
多
用
し
た
注
釈
文
体
で
あ
る
。
当
時
の
教
学
資
料

に
一
般
的
な
漢
文
訓
読
語
の
使
用
も
随
所
に
確
認
さ
れ
る
。
一
方
で
、
部
分
的
に
、
実
際
の
法
談
の
場
に
お
け
る
口
頭
の
表
現
を
混
入
さ
せ

た
点
も
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
当
代
の
教
学
資
料
に
一
般
の
書
記
言
語
に
は
認
め
難
い
興
味
深
い
言
語
徴
証
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
主
に
中
世
に
現
れ
る
新
し
い
言
語
徴
証
を
中
心
に
記
述
す
る
こ
と
と
し
、
古
代
語
的
要
素
と
の
関
係
や
網
羅
的
な
書

記
言
語
規
範
の
弛
緩
の
問
題
、
総
体
的
な
文
体
の
問
題
、
伴
う
言
語
意
識
の
問
題
等
に
つ
い
て
は
別
に
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

1
、
音
韻
上
の
問
題

母
音
に
関
係
す
る
問
題
と
し
て
は
、
連
母
音
の
オ
段
長
音
化
の
問
題
が
あ
る
。

○
其
ノ
知
ラ
ス
ル
間
ノ
相
博
二
番
近
ノ
列
叫
ノ
ー
カ
ン
ナ
ノ
様
二
方
ノ
法
相
ヲ
説
ク
也
其
ノ
ー
l
刀
ウ
引
力
カ
ン
ナ
ノ
沙
汰
許
ニ
テ
造
り
出
シ
タ
ル
モ
ノ
モ

サ
ウ
バ
ク

「
テ
ウ
ノ
」
は
「
手
斧
」
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
「
テ
ヲ
ノ
」
と
あ
る
べ
き
例
で
あ
る
。
小
林
芳
規
博
士
は
当
代
の
類
例
を
多
く
挙
げ
、
オ
段

長
音
化
に
よ
る
表
記
上
の
混
乱
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
　
（
9
）

副
詞
「
ヤ
ガ
テ
」
の
母
音
交
替
形
「
ヤ
ガ
タ
」
は
、
柳
田
征
司
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
明
恵
関
係
資
料
に
は
比
較
的
目
立
つ
。
本

資
料
に
お
い
て
は
、
「
ヤ
ガ
テ
」
三
例
に
対
し
、
「
ヤ
ガ
タ
」
六
例
が
確
認
さ
れ
る
。

（
ヤ
ガ
タ
）

○
其
ハ
生
死
ニ
ア
テ
潮
力
か
列
コ
ゝ
ヲ
キ
ヨ
メ
タ
ル
也
（
巻
一
二
西
ウ
三
）

○
煩
ヒ
モ
ナ
ク
刊
力
加
列
コ
ゝ
カ
浄
土
ニ
テ
ア
ル
ト
キ
ニ
ハ
カ
キ
方
ヲ
云
ヘ
ル
殊
ニ
ハ
ヤ
キ
也
（
巻
二
二
一
七
オ
三
）

ワ

ッ

ラ

ヘ

○
然
レ
バ
今
生
ヨ
リ
撃
シ
テ
刊
刺
タ
ー
修
シ
テ
世
く
生
く
カ
カ
ク
テ
コ
ソ
ハ
経
ノ
ホ
ラ
メ
ト
ヲ
ホ
ユ
如
何
（
巻
二
二
元
オ
五
）

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一

無
キ
事
ハ
　
（
巻
三
二
三
オ
三
）

（8）
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○
自
覚
聖
智
ト
云
ハ
我
力
心
カ
ヤ
カ
タ
大
空
ニ
ナ
ル
也
　
（
巻
二
・
三
九
ウ
六
）

○
サ
テ
ヤ
カ
タ
微
心
ノ
明
ヲ
以
テ
（
巻
三
・
三
オ
一
）

○
因
ノ
三
（
上
墨
圏
点
）
相
（
平
濁
墨
圏
点
）
ト
ヨ
ミ
タ
ル
ケ
ル
ヨ
リ
ア
刊
刺
列
ヨ
ミ
ツ
タ
へ
タ
リ
ト
申
ス
也
（
巻
三
二
四
オ
三
）

（
ヤ
ガ
テ
）

〇
五
相
成
身
ハ
刊
到
螺
髪
形
ノ
尊
ヲ
以
テ
成
身
セ
リ
（
巻
二
三
オ
五
）

○
妄
想
ヲ
ヲ
サ
ヘ
テ
刊
刺
刊
正
智
如
三
一
ナ
ス
也
（
巻
二
・
九
オ
三
）

○
サ
レ
ハ
三
部
被
甲
ト
云
モ
刊
刺
刊
コ
＼
ニ
テ
即
身
成
仏
シ
タ
ル
様
ヲ
ツ
ク
リ
タ
リ
（
巻
二
・
二
三
ウ
四
）

促
音
は
、
「
ツ
」
表
記
が
一
例
の
み
で
、
他
は
無
表
記
で
あ
る
。
尚
、
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
に
見
ら
れ
る
小
書
き
「
ツ
」
は
、
本
資
料
に

は
見
ら
れ
な
い
。

（
ツ
表
記
）

○
又
ウ
（
平
）
ハ
（
上
濁
）
等
モ
ア
ミ
タ
彿
申
テ
ヒ
ッ
チ
キ
リ
テ
出
事
モ
ア
リ
　
（
巻
一
・
二
三
ウ
四
）

（
無
表
記
）

○
先
ツ
静
虞
二
列
列
法
無
我
智
ヲ
シ
テ
（
巻
一
・
一
六
ウ
二
）
、
○
甲
胃
ヲ
以
テ
身
ヲ
刺
叫
列
諸
悪
二
往
来
ス
ル
ニ
（
巻
一
・
二
二
オ
二
）
、
〇

両
ケ
ノ
比
丘
列
可
憐
法
ヲ
住
持
ス
ト
云
フ
事
ア
リ
（
巻
二
二
六
オ
一
）
○
煩
悩
二
朝
刊
法
空
ヲ
鉢
ト
シ
タ
ル
生
ヲ
受
テ
（
巻
二
二
一
一
オ

四
）
、
○
又
初
二
列
到
後
ノ
虞
ニ
ア
タ
レ
リ
（
巻
三
二
一
オ
三
）
、
○
識
列
列
境
ノ
中
二
於
テ
行
ス
ル
ナ
リ
（
巻
三
・
二
〇
オ
三
）
、
○
此
ノ
智

カ
ニ
ヨ
テ
ウ
ケ
タ
ツ
身
ハ
　
（
巻
二
・
二
一
オ
四
）
、
○
材
木
モ
テ
ハ
コ
フ
程
ノ
功
徳
ハ
ア
ル
ヘ
シ
　
（
巻
二
・
三
二
オ
七
）
、
○
唯
識
性
ノ
詞
ヲ
モ

刊
第
七
転
聾
二
寄
テ
（
巻
三
・
二
〇
オ
四
）

「
ヒ
ッ
チ
ギ
ル
」
は
、
「
ヒ
キ
チ
ギ
ル
」
の
促
音
便
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
起
信
論
本
疏
聴
集
記
・
同
別
記
聴
集
記
」
に
も
用
例
が
見
ら



れ
、
語
彙
的
に
も
注
意
さ
れ
る
。

唇
内
撥
音
（
m
）
と
舌
内
壁
日
（
n
）
の
混
同
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
い
て
は
既
に
普
通
と
な
っ
て
お
り
、
本
資
料
に
お
い
て
も
当
代

の
一
般
的
な
状
況
を
示
し
て
い
る
。
一
部
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

◎
唇
内
撥
音
（
m
）

（
ム
表
記
）

○
ツ
ト
メ
テ
ア
ラ
勾
ス
ル
也
（
巻
一
・
二
五
ウ
三
）
、
○
答
サ
モ
ヤ
申
シ
ケ
耳
（
巻
三
・
四
ウ
二
）
、
○
不
審
（
巻
一
・
三
〇
オ
四
）

（
ン
表
記
）

○
戒
受
ヨ
ナ
ム
ト
イ
ハ
珂
ハ
コ
ノ
世
ニ
ハ
（
巻
二
二
五
オ
三
）
、
○
サ
タ
メ
ム
ト
云
ハ
翌
ハ
（
巻
三
三
二
ウ
七
）
、
○
委
細
ナ
ル
カ
故
ニ

ー
（
ド
ほ
l

略
セ
ん
　
ト
セ
ハ
煩
ヒ
ア
リ
ヌ
へ
キ
也
（
巻
一
・
一
ウ
四
）

◎
舌
内
撥
音
　
（
n
）

（
ン
表
記
）

○
酎
明
（
巻
三
・
一
三
オ
二
）
、
○
コ
ノ
有
身
見
ナ
珂
ト
申
ス
（
巻
三
・
二
三
オ
五
）

（
ム
表
記
）

マ

コ

ト

○
ト
ラ
へ
ヨ
ナ
勾
ト
モ
（
巻
二
二
三
オ
四
）
、
○
章
二
経
戒
ナ
勾
ト
ニ
（
巻
一
二
二
六
オ
三
）

「
イ
ヅ
コ
」
「
イ
ヅ
レ
」
」
「
イ
ヅ
チ
」
の
狭
母
音
脱
落
と
母
音
交
替
と
に
よ
る
新
語
形
「
ド
コ
」
「
ド
レ
」
「
ド
チ
」
は
、
既
に
平
安
時
代
よ

り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
明
恵
関
係
の
聞
書
類
で
も
「
ト
チ
ト
モ
ナ
ク
（
上
翠
上
上
○
○
）
」
（
「
光
言
句
義
釈
聴
集
記
」
上
三
四
六
）
」
等
が
知
ら
れ

て
い
る
。
本
資
料
に
も
次
の
例
が
確
認
さ
れ
、
口
語
的
徴
証
の
一
つ
と
認
め
ら
れ
る
。

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究
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○
只
ア
マ
タ
ノ
義
ア
ル
ヘ
シ
ト
テ
ト
チ
ト
モ
ナ
ク
向
テ
云
ヒ
ユ
カ
ム
ハ
ア
マ
リ
正
鉢
ナ
キ
コ
ト
也
（
巻
三
二
三
ウ
四
）

本
資
料
に
は
、
和
語
に
声
点
の
付
さ
れ
た
例
が
あ
る
が
、
濁
音
節
に
複
点
が
用
い
ら
れ
て
い
る
為
、
語
頭
濁
音
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
例
が
あ
る
。
次
の
例
は
、
擬
態
語
を
サ
変
動
詞
化
し
た
例
で
あ
っ
て
、
語
彙
的
に
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

○
戒
ヲ
マ
ホ
ラ
ネ
ハ
ヤ
ハ
ヤ
カ
ナ
ハ
ム
ス
ル
ナ
ト
ヲ
ホ
へ
テ
心
カ
ケ
（
平
濁
）
ヱ
（
平
）
ス
ル
也
（
巻
一
・
二
五
オ
二
）

2
、
語
法
上
の
問
題

終
止
形
と
連
体
形
の
合
一
化
は
、
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
で
は
相
当
に
進
ん
で
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
本
資
料
は
定
型
的
な
注
釈
文

体
が
大
半
を
占
め
て
い
る
為
、
量
的
に
は
目
立
た
な
い
。
本
資
料
に
お
い
て
は
次
の
五
例
が
確
認
さ
れ
る
。

○
禅
恵
房
ノ
モ
ト
ナ
ル
人
某
力
身
ニ
フ
タ
ヲ
ヒ
シ
ト
ツ
ケ
テ
入
ル
ト
見
タ
リ
外
叫
ト
後
ニ
カ
タ
ル
　
（
巻
一
二
二
〇
オ
四
）

ホ
カ

○
又
紀
州
二
崎
山
ト
申
ス
所
二
住
セ
シ
時
キ
キ
ト
フ
シ
タ
ル
ニ
法
門
ヲ
ヲ
モ
ハ
へ
テ
ネ
タ
レ
ハ
外
ナ
ル
人
ノ
帳
董
ノ
内
ニ
サ
メ
キ
ワ
ラ
タ
ホ
ト

ナ
ル
月
ノ
列
叫
ト
見
ケ
ル
事
（
巻
一
・
三
一
オ
三
）

○
イ
カ
ニ
モ
ア
レ
叫
判
叫
ト
云
フ
事
ノ
ア
ル
也
（
巻
二
二
一
八
ウ
七
）

○
金
剛
界
儀
軌
二
前
二
挙
ケ
タ
ル
ラ
ム
ハ
其
ハ
此
観
ノ
ロ
虞
二
決
定
富
リ
列
叫
ト
見
エ
バ
サ
ロ
様
モ
ア
ル
ラ
ム
（
巻
三
・
五
オ
七
）

○
凡
ソ
正
智
ノ
修
行
シ
テ
ト
ヲ
リ
外
項
ト
云
ハ
コ
ノ
有
身
見
ナ
ン
ト
申
ス
事
二
向
フ
也
（
巻
三
・
二
三
オ
五
）

右
は
各
活
用
形
の
職
能
の
境
界
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
同
様
の
も
の
と
し
て
サ
変
活
用
の
巳
然
形
が
二
段
活
用

の
己
然
形
と
混
乱
し
て
い
る
例
が
確
認
さ
れ
る
。

○
如
此
上
位
ヲ
取
テ
我
力
心
二
刈
勅
l
叫
ハ
初
心
後
心
皆
ナ
同
ス
ル
也
（
巻
二
・
三
一
ウ
七
）

又
、
本
来
連
用
形
の
使
用
さ
れ
る
べ
き
所
に
連
体
形
が
使
用
さ
れ
た
破
格
も
見
ら
れ
る
。

○
古
キ
大
童
子
ノ
唯
摩
堂
こ
ト
モ
シ
ァ
ル
キ
ケ
ル
カ
聞
キ
侍
へ
列
叫
ケ
ル
ヲ
師
ニ
シ
テ
ナ
ラ
ヒ
ケ
ル
程
ニ
ヨ
ク
モ
知
ラ
ス
シ
テ
因
ノ
三
（
上
墨
圏



点
）
　
相
（
平
濁
墨
圏
点
）
ト
ヨ
ミ
列
叫
ケ
ル
ヨ
リ
（
巻
三
・
三
一
ウ
七
）

尚
、
結
び
に
連
体
形
、
巳
然
形
を
取
る
係
助
詞
は
「
ゾ
＝
例
、
「
コ
ソ
＝
二
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、
結
び
の
破
格
は
確
認
さ
れ
な
い
。

連
体
形
が
格
助
詞
「
ノ
」
を
介
し
て
体
言
を
修
飾
す
る
用
法
は
古
代
語
で
は
原
則
と
し
て
見
ら
れ
な
い
が
、
本
資
料
に
は
次
の
例
が
見
ら

れ
る
。○

或
時
ハ
中
く
こ
此
等
ヨ
リ
モ
多
ク
コ
ロ
ッ
ノ
所
ノ
義
ト
モ

ヒ
ロ

ヲ
ト
リ
ア
ツ
メ
テ
康
ケ
テ
ス
ル
時
モ
ア
リ
（
巻
二
・
三
八
ウ
こ

3
、
注
意
さ
れ
る
語
誌

動
詞

平
安
時
代
以
前
に
は
確
認
し
難
い
動
詞
を
挙
げ
て
お
く
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
言
ひ
定
む
】
ス
コ
シ
ノ
ユ
ル
ク
ト
コ
ロ
モ
ナ
ク
丁
ト
云
ヒ
サ
タ
メ
タ

ル
也
（
巻
三
・
二
三
オ
三
）

【
入
れ
組
む
】
此
ノ
観
智
ヲ
ヲ
コ
ス
位
ニ
ハ
夢
ト
ウ
ツ
～
ト
ヲ
イ
レ
ク
ミ
テ
是
ヲ
（
墨
抹
消
）

こ
カ
バ
リ
タ
ル
時
切
ヲ
別
二
不
立
也
（
巻
二
二
八

オ
一
）

ト

コ

ロ

【
か
せ
ぐ
】
如
此
ノ
所
ヲ
不
知
シ
テ
生
ミ
世
く
ヲ
ヘ
シ
（
上
濁
墨
星
点
）
ト
対
l
廿
ク
ー
ハ
（
巻
二
二
一
六
ウ
七
）

ア
セ

【
か
せ
ぐ
、
垂
ら
す
】
是
ヲ
刺
叫
判
テ
ア
セ
ヲ
列
到
珂
テ
セ
ハ
堂
ツ
ク
ラ
ム
ト
テ
汗
ヲ
ナ
カ
シ
テ
材
木
モ
テ
ハ
コ
フ
程
ノ
功
徳
ハ
テ
ル
へ
シ

（
巻
二
・
三
二
オ
六
）

【
げ
ゑ
す
】
戒
ヲ
マ
ホ
ラ
ネ
ハ
ヤ
ハ
ヤ
カ
ナ
ハ
ム
ス
ル
ナ
ト
ヲ
ホ
ヘ
テ
心
カ
ケ
（
平
濁
）

ヱ
（
平
）
ス
ル
也

（
巻
一
・
二
五
オ
二
）

【
育
つ
】
サ
テ
シ
ツ
カ
ニ
外
列
刊
テ
正
ク
王
位
二
舜
ル
事
不
審
ナ
キ
カ
如
ク
（
巻
二
・
二
五
ウ
六
）

キ

サ

片

l

【
ひ
そ
め
く
】
父
ノ
大
王
母
ノ
后
ヒ
ソ
メ
キ
テ
太
子
ヲ
ツ
ク
リ
タ
チ
ッ
レ
ハ
（
巻
二
・
二
六
ウ
五
）
。
ソ
レ
知
ル
コ
ト
ハ
論
儀
シ
テ
ヒ
ソ
メ
タ
ニ

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究



鎌
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モ
ヨ
ラ
ス
　
（
巻
二
・
二
八
オ
三
）

【
ひ
っ
ち
ぎ
る
（
引
千
切
る
）
】
又
ウ
（
平
）

ハ
（
上
濁
）
等
モ
ア
ミ
タ
彿
申
テ
ヒ
ッ
チ
キ
リ
テ
出
事
モ
ア
リ
（
巻
二
二
三
ウ
四
）

へ

【
へ
の
ぼ
る
（
経
上
）
】
カ
ク
テ
コ
ソ
ハ
経
ノ
ホ
ラ
メ
ト
ヲ
ホ
ユ
（
巻
二
・
二
九
オ
六
）

【
舞
ひ
踊
る
】
則
チ
此
ノ
信
智
起
リ
ヌ
レ
ハ
是
ヲ
祝
テ
ロ
タ
ロ
ニ
テ
物
（
「
惣
」
を
ミ
セ
ケ
チ
）

ヲ
マ
キ
ア
ケ
テ
其
上
こ
テ
舞
ヒ
ヲ
ト
（
上
濁
轟
星
点
）
リ
（
墨

星
点
平
）
ス
ル
様
也
（
巻
三
二
ハ
ウ
七
）

【
磨
き
取
る
】
生
ヲ
受
テ
其
ノ
ア
カ
ヲ
ミ
カ
キ
ト
リ
タ
ル
也
（
巻
二
二
一
一
オ
五
）

【
わ
ち
く
る
】

サ
ラ
メ
ハ
ア
サ
キ
也
是
カ
ワ
チ
ク
リ
（
上
・
上
・
上
・
平
）
タ
ル
也
（
巻
二
・
二
五
オ
五
）

こ
の
他
に
、
動
詞
連
用
形
を
畳
語
名
詞
と
し
、
サ
変
動
詞
化
さ
せ
た
例
が
三
例
、
「
見
う
見
う
す
」

ア
チ
ハ
ヒ

【
取
り
取
り
す
】
　
シ
バ
シ
年
ヲ
積
テ
撃
文
シ
テ
其
ノ
中
ノ
味
ヲ
シ
タ
テ

へ
キ
也
　
（
巻
二
・
二
八
オ
二
）

が
一
例
確
認
さ
れ
る
。

チ
カ
ラ

ト
リ
く
シ
テ
心
器
ニ
イ
レ
ア
ツ
メ
テ
此
ヲ
以
テ
カ
ニ
シ
テ
ヲ
コ
ナ
フ

【
掴
み
砕
き
掴
み
砕
き
す
】

是
ヲ
カ
ク
見
チ
ッ
カ
ミ
ク
タ
キ
ノ
＼
シ
タ
ル
也
（
巻
三
二
一
四
オ
五
）

【
塗
り
固
め
塗
り
固
め
す
】
サ
テ
凡
支
門
カ
ラ
見
レ

ハ
カ
リ
ソ
メ
ナ
リ
是
ヲ
ヌ
リ
カ
タ
メ
く
シ
テ
ア
レ
ハ
　
（
巻
二
二
四
オ
五
）

【
見
う
見
う
す
】

成
悌
こ
ハ
ア
ラ
ス
其
ヲ
ミ
ウ
く
ス
ル
ニ
何
物
モ
生
死
ニ
ア
ル
ニ
ク
ル
シ
ミ
ナ
シ
　
（
巻
二
二
四
ウ
五
）

ア
チ
ハ
ヒ

右
の
内
、
「
味
ヲ
シ
タ
テ
ト
リ
ノ
＼
ス
」
は
、
「
味
を
舌
で
取
り
ノ
＼
す
」
の
意
味
で
あ
っ
て
、
一
種
の
誓
喩
表
現
で
あ
る
。
「
ミ
ウ
ノ
＼

ス
」
は
後
述
の
よ
う
に
、
「
見
ル
」
に
助
動
詞
「
ウ
」
が
下
接
し
た
も
の
で
、
注
目
さ
れ
る
。

形
容
詞
、
形
容
動
詞

形
容
詞
と
し
て
は
、
平
安
時
代
よ
り
見
ら
れ
る
副
詞
「
タ
ピ
タ
ビ
」
が
形
容
詞
化
し
た
「
タ
ピ
タ
ビ
シ
」
の
例
が
注
意
さ
れ
る
。

【
度
々
し
】

章
二
モ
此
力
様
ニ
セ
ム
ト
セ
ハ
シ
ツ
カ
ス
シ
テ
タ
ヒ
〈
シ
ク
テ
ア
シ
カ
リ
ヌ
へ
シ
　
（
巻
「
二
四
オ
二
）



形
容
動
詞
と
し
て
は
、
接
尾
辞
「
ゲ
」
に
よ
る
派
生
語
に
注
意
さ
れ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

【
あ
ど
な
げ
な
り
】
我
ハ
シ
タ
モ
チ
心
経
ハ
シ
ヨ
マ
ム
ト
云
ヘ
カ
シ
ト
ヲ
モ
へ
ト
モ
サ
イ
バ
ー
ア
ト
（
平
濁
）
ナ
ケ
ナ
リ
ト
イ
ハ
レ

ハ
其
ハ
自
然
ニ
コ
ソ
ナ
ト
答
フ
ル
也
（
巻
一
・
二
九
オ
一
）

シ
ト
ヲ
モ
ヘ

コ

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ウ

タ

【
秀
句
げ
な
り
】
外
道
此
二
住
テ
利
口
ニ
宴
我
ノ
鉢
ヲ
建
立
シ
テ
矧
何
列
刃
レ

、

1

′

ハ
彿
ケ
先
ッ
是
二
封
シ
テ
破
シ
給
フ
也
（
巻
三
・
二
ウ
五
）

「
ア
ド
ナ
ゲ
ナ
リ
」
は
「
あ
ど
け
な
い
」
意
の
形
容
詞
「
ア
ド
ナ
シ
」
に
接
尾
辞
「
ゲ
」
を
付
し
て
形
容
動
詞
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
ア

ド
ナ
シ
」
「
ア
ド
ナ
ゲ
ナ
リ
」
共
に
平
安
時
代
以
前
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。
本
資
料
に
は
濁
声
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

「
秀
句
ゲ
ナ
リ
」
は
漢
語
名
詞
に
接
尾
辞
「
ゲ
」
を
付
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
中
世
以
降
に
活
性
化
す
る
用
法
で
あ
る
。

明
恵
関
係
聞
書
類
に
は
接
尾
辞
「
ゲ
」
を
用
い
た
多
様
な
派
生
語
が
認
め
．
ら
れ
る
が
、
「
華
厳
信
種
義
聞
集
記
」
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
「
光

言
句
義
釈
聴
集
記
」
「
却
療
忘
記
」
の
全
例
を
語
構
成
に
よ
っ
て
整
理
し
て
お
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
形
容
詞
ク
活
用
語
幹
）

悪
ケ
ナ
リ
（
華
厳
二
二
ウ
ニ
）
、
表
モ
ナ
ケ
ニ
テ
（
華
厳
四
・
五
ウ
六
）
、
キ
タ
ナ
ケ
ニ
（
解
脱
二
四
二
オ
七
）
、
ハ
シ
タ
ナ
ケ
ニ
（
解
脱

こ
ク二

・
三
八
ウ
八
）
、
オ
ト
ナ
ケ
ナ
ク
（
解
脱
四
・
八
オ
六
）
、
オ
ト
ナ
ケ
ナ
キ
様
（
解
脱
六
・
五
ウ
二
）
、
ア
ト
ナ
ケ
ナ
ル
（
平
・
平
濁
幸
平
濁
．

〇
・
〇
）
　
（
光
言
句
上
四
三
四
）
、
ヨ
ケ
ナ
ル
（
光
言
上
四
五
）
、
心
ヨ
ケ
ナ
ル
カ
（
却
療
下
一
オ
一
四
）

（
形
容
詞
シ
ク
活
用
語
幹
）

イ
カ
メ
シ
ケ
ナ
ル
人
（
解
脱
二
二
二
九
オ
四
）
、
ユ
ゝ
シ
ケ
ナ
ル
（
解
脱
四
・
八
オ
六
）

（
形
容
詞
カ
リ
活
用
（
或
い
は
動
詞
的
接
尾
辞
「
ガ
ル
」
連
用
形
か
）
）

ケ
ウ興

カ
リ
ケ
ナ
ル
　
（
華
厳
四
二
二
ウ
四
）

（
助
動
詞
ナ
リ
）

炬
ナ
リ
ケ
ナ
ラ
ム
ス
ル
也
（
華
厳
四
・
二
二
ウ
五
）
、
草
案
ナ
リ
ケ
ニ
テ
ア
ル
ヲ
（
解
脱
六
・
七
オ
三
）

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究

一
五
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
助
動
詞
タ
リ
）

思
ヒ
ク
リ
ケ
也
（
華
厳
二
・
三
五
オ
こ
、
物
ヲ
ホ
へ
タ
リ
ケ
ナ
ル
欺
（
解
脱
六
三
二
ウ
四
）
、
思
召
レ
ク
リ
ケ
ナ
ル
　
（
解
脱
六
・
三
八
ウ
一
）

（
助
動
詞
ベ
シ
）

出
ヌ
ヘ
ケ
ナ
リ
（
華
厳
二
・
二
四
ウ
ニ
）
、
ワ
ル
カ
リ
ヌ
ヘ
ケ
也
云
ゝ
　
（
華
厳
四
・
九
オ
三
）
、
タ
リ
ヌ
ヘ
ケ
ナ
リ
（
上
・
平
・
平
・
上
親
子
上
濁
）
　
（
光

言
上
五
四
八
）

（
漢
語
名
詞
）

草
案
ケ
ナ
リ
ト
云
也
（
解
脱
六
・
七
オ
四
）
、
不
覚
ケ
ナ
ル
　
（
「
オ
ボ
ツ
カ
ナ
ゲ
ナ
リ
」
か
）
　
（
華
厳
四
・
二
オ
三
）

（
動
詞
）分

別
ア
リ
ケ
也
（
華
厳
四
・
五
ウ
六
）
、
分
限
ア
リ
ケ
也
（
解
脱
十
・
四
オ
七
）
、
事
相
ア
リ
ケ
ナ
リ
（
光
言
下
二
四
九
）

（10）

接
尾
辞
「
ゲ
」
に
よ
る
派
生
は
平
安
時
代
和
文
に
も
屡
々
見
ら
れ
る
が
、
源
氏
物
語
で
は
形
容
詞
語
幹
＋
「
ゲ
」
が
大
半
を
占
め
、
助
動

詞
＋
「
ゲ
」
は
「
し
ろ
し
め
し
た
り
げ
な
り
」
の
一
語
一
例
、
漢
語
名
詞
＋
「
ゲ
」
は
「
労
げ
」
の
一
語
一
例
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

右
は
、
中
世
以
降
の
漢
語
の
一
般
化
と
も
関
連
し
て
漢
語
に
も
下
接
す
る
例
が
現
れ
る
な
ど
、
鎌
倉
時
代
口
語
に
お
け
る
用
法
の
拡
が
り
を

端
的
に
示
し
て
い
る
。

副
詞
、
接
続
詞

明
恵
関
係
の
聞
書
類
で
は
多
様
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
本
資
料
に
お
い
て
は
比
較
的
少
な
く
、
「
タ
ラ
＼
ト
」
「
タ

ラ
リ
ト
」
「
ヒ
シ
ト
」
「
ミ
サ
ミ
サ
ト
」
の
四
語
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
内
、
「
タ
ラ
、
ト
」
「
タ
ラ
リ
ト
」
「
ミ
サ
ミ
サ
ト
」
は
平
安

時
代
以
前
に
は
確
認
し
難
い
。

ツ
ク
ル

○
此
等
力
様
ナ
ル
事
二
付
テ
義
ヲ
ア
ラ
セ
テ
ス
～
オ
リ
ハ
シ
漬
様
ニ
テ
タ
ラ
、
ト
ハ
キ
ナ
ス
也
　
（
巻
一
二
二
オ
五
）

○
ク
ハ
シ
ク
イ
ヘ
ハ
五
相
成
身
等
ノ
タ
ラ
リ
ト
観
シ
タ
ル
ハ
根
本
定
也
（
巻
一
二
七
ウ
六
）



○
ウ
タ
ヲ
日
羽
〓
ツ
ケ
テ
入
ル
ト
見
タ
リ
（
巻
二
三
〇
オ
三
）

○
キ
ワ
く
シ
キ
ト
ヲ
ホ
シ
キ
人
ハ
此
鉢
ナ
ル
文
ヲ
見
テ
ミ
サ
ノ
＼
ト
シ

フ
ミ

テ
エ
セ
文
ナ
ム
ト
中
也
（
巻
二
二
二
五
オ
一
）

他
注
意
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
「
イ
ク
ラ
ホ
ド
」
「
ヨ
ク
モ
…
（
打
消
）
」
「
チ
ヤ
ウ
ド
」
が
あ
る
。

○
イ
ツ

レ
ノ
方
引
ク
ラ
ホ

ト
注
テ
ア
リ
ト
云
フ
彿
条
ア
ル

ヘ
シ
　
（
巻
二
・
六
ウ
五
）

○
師
ニ
シ
テ
ナ
ラ
ヒ
ケ
ル
程
二
到
l
列
可
知
ラ
ス
シ
テ
因
ノ
三
（
上
墨
讐
）
相
（
平
濁
嵩
点
）
ト
ヨ
ミ
タ
ル
ケ
ル
ヨ
リ
（
巻
三
二
四
オ
一
）

ほ
匝

○
無
障
無
擬
ナ
ル
虞
二
丁
ト
取
り
付
ク
へ
キ
也
（
巻
三
・
七
オ
七
）

○
ス
コ
シ
ノ
ユ
ル
ク
ト
コ
ロ
モ
ナ
ク
雨
津
云
ヒ
サ
タ
メ
タ
ル
也
（
巻
三
・
二
三
オ
三
）

け
仲
け
ー

○
コ
レ
カ
サ
ゝ
ヘ
ツ
レ
ハ
我
レ
ハ
ワ
レ
悌
ハ
備
こ
テ
丁
ト
シ
テ
ア
ル
ナ
リ
（
巻
三
二
三
オ
七
）

「
イ
ク
ラ
ホ
ド
」
「
ヨ
ク
モ
…
（
打
消
）
」
も
平
安
時
代
に
は
通
常
見
出
し
難
い
例
で
あ
っ
て
、
本
資
料
の
例
は
相
当
に
早
い
時
期
の
確
例
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。
「
チ
ヤ
ウ
ド
」
は
、
「
し
っ
か
り
と
」
「
き
ち
ん
と
」
「
確
実
に
」
の
意
味
で
あ
っ
て
、
早
い
時
期
の
例
と
言
え
る
で
あ
ろ

チ
ヤ
ウ

う
。
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
に
は
五
例
の
「
チ
ヤ
ウ
ド
（
丁
ド
）
」
が
あ
る
が
、
内
一
例
は
複
点
を
用
い
た
声
点
付
き
の
例
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に

よ
り
当
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
清
濁
と
が
確
認
さ
れ
る
。

○
此
ノ
六
相
ヲ
以
テ
・
チ
ヤ
ウ
ト
（
上
．
上
：
上
．
平
濁
）

・
マ
ロ
カ
シ
ツ
レ
ハ
・
唯
心
廻
樽
善
成
門
ト
云
ニ
（
解
脱
四
・
一
八
オ
五
）

副
詞
「
サ
」
「
シ
カ
」
を
有
す
る
副
詞
群
と
、
そ
れ
が
転
成
し
た
接
続
詞
、
連
体
詞
群
は
、
本
資
料
の
場
合
、
「
サ
」
系
が
七
五
例
（
「
サ
」

〓
例
、
「
サ
テ
」
二
二
例
二
サ
モ
〓
例
、
「
サ
ホ
ド
」
一
例
、
「
サ
ラ
バ
」
二
例
、
「
サ
ル
」
一
例
、
「
サ
レ
ド
モ
」
二
例
、
「
サ
レ
バ
」
三

五
例
）
に
対
し
、
「
シ
カ
」
系
の
仮
名
書
き
例
は
一
例
の
み
（
「
シ
カ
リ
ト
ヲ
ボ
ユ
ル
ヲ
讃
ス
ト
云
フ
」
（
巻
二
二
三
オ
三
）
）
で
、
他
は
「
然
ル

ニ
」
二
例
、
「
然
こ
〓
例
、
「
然
ト
モ
〓
例
、
「
然
ラ
バ
〓
例
、
「
然
レ
バ
」
六
例
、
「
而
モ
」
一
例
二
不
爾
〓
例
、
「
可
爾
也
」
一
例

と
な
っ
て
い
る
。

代
名
詞

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇

代
名
詞
で
は
、
「
コ
レ
」
が
形
式
名
詞
「
テ
ィ
」
に
連
接
し
た
「
コ
レ
テ
ィ
」
、
「
イ
ヅ
チ
」
の
変
化
形
「
ド
チ
」
が
注
意
さ
れ
る
。

－
ル
．
け
け

○
是
鉢
ナ
ル
法
門
ヲ
ハ
ッ
ク
リ
物
ト
ナ
ツ
ケ
タ
リ
（
巻
二
・
三
五
ウ
l
こ

○
ト
チ
十
モ
ナ
ク
向
テ
云
ヒ
ユ
カ
ム
ハ
　
（
巻
三
二
一
二
ウ
四
）

又
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
文
で
は
通
常
見
出
し
難
い
　
「
ア
ナ
タ
」
「
ア
ナ
タ
コ
ナ
タ
」
も
認
め
ら
れ
る
。

○
只
列
刃
列
ノ
義
ア
ル
ヘ
シ
ト
テ
（
巻
三
・
二
二
ウ
三
）

○
是
ハ
土
ノ
ス
ク
ナ
カ
ラ
ム
時
ノ
作
法
也
雨
岸
者
ア
ナ
タ
コ
ナ
タ
ト
ラ
ム
ス
ル
こ
コ
ソ
常
世
御
略
法
界
ニ
（
巻
二
一
二
ウ
四
）

助
動
詞
・
助
詞

助
動
詞
は
、
注
釈
文
体
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
体
系
と
し
て
は
単
純
と
言
え
る
が
、
語
形
的
に
注
目
さ

れ
る
例
と
し
て
は
、
推
量
「
ウ
」
二
例
、
願
望
「
タ
シ
」
二
例
、
そ
れ
に
接
尾
辞
「
ガ
ル
」
が
下
接
し
た
「
タ
ガ
ル
」
二
例
、
「
ゴ
ザ
ン
メ
レ
」

（〓）

一
例
が
指
摘
で
き
る
。
い
ず
れ
も
中
世
以
降
に
活
性
化
す
る
助
動
詞
で
あ
っ
て
、
口
語
的
徴
証
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

○
其
無
為
ヲ
見
ウ
〈
ト
シ
タ
ル
也
其
無
為
ヲ
見
ム
ト
セ
サ
レ
ハ
成
備
ニ

ミ
ナ
シ
　
（
巻
一
二
一
四
ウ
五
）

○
サ
テ
人
ノ
シ
ラ
メ
ヲ
ハ
我
力
如
夕
知
ラ
セ
列
判
也
（
巻
一

〇
五
色
界
道
ノ
真
言
カ
キ
列
外
叫
ト
モ
多
キ
カ
故
ニ
（
巻
一

〇
而
ニ
ヒ
ト
へ
ニ
生
死
ヲ
出
テ
列
刺
叫
ハ
是
二
乗
也
（
巻
一

〇
イ
こ
シ
へ
ノ
聖
智
ハ
天
王
寺
へ
マ
イ
リ
列
刺
叫
力
如
シ

ウ

○
間
如
是
ノ
ツ
ホ
ヲ
ハ
イ
カ
ゝ
シ
テ
修
行
シ
得
へ
キ
欺

ハ
ア
ラ
ス
其
ヲ
ミ
ウ
〈
ス
ル
こ
何
物
モ
生
死
こ
ア
ル
ニ
ク
ル
シ

二
一
一
ウ
五
）

・
三
〇
ウ
三
）

・
二
三
オ
こ

（
巻
三
・
二
四
オ
二
）

答
ヤ
ウ
モ
ナ
ク
如
此
ノ
コ
ト
バ
リ
ヲ
聞
テ
シ
ツ
カ
ニ
ヲ
コ
ナ
ヒ
テ
心
シ
ツ
マ
ラ

ハ
ヤ
ウ
レ
コ
～
コ
サ
ン
メ
レ
コ
ノ
イ
フ
虞
ハ
ナ
ト
ヲ
　
（
巻
二
二
一
七
ウ
七
）

又
、
「
死
ヌ
」
に
完
了
の
「
ヌ
」
が
接
続
し
た
一
種
の
過
重
表
現
は
、
院
政
時
代
よ
り
見
ら
れ
る
が
、
本
資
料
に
も
次
の
例
が
見
ら
れ
る
。
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．

；
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）

「
ム
ズ
」
は
、
平
安
時
代
よ
。
口
語
的
性
格
の
強
い
助
動
詞
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
に
は
次
の
八
例
が
認
め
ら
れ
る
。

○
両
岸
者
ア
ナ
タ
コ
ナ
タ
ヲ
ト
ラ
勾
刈
叫
ニ
コ
ソ
（
巻
一
・
一
二
ウ
四
）
、
○
カ
ナ
ハ
ン
ス
ル
ナ
ト
ヲ
ホ
へ
テ
（
巻
二
二
五
オ
二
）
、

○
僧
ハ
三
撃
ヲ
ツ
ト
メ
テ
ア
ラ
ム
カ
l
叫
也
（
巻
一
・
二
五
ウ
三
）
○
ヤ
ワ
ラ
ケ
讃
ム
様
ヲ
知
ラ
サ
ル
人
ノ
キ
ヲ
リ
ニ
申
サ
ム
l
孟
l
事
也
（
巻

一
・
三
六
オ
二
）
、
○
穆
土
ニ
テ
コ
ソ
ア
ラ
刃
刈
ラ
メ
（
巻
二
・
七
オ
一
）
、
○
滅
二
其
謂
ア
リ
シ
エ
ム
l
l
ス
ル
ー
コ
ト
ハ
サ
ル
ナ
カ
ニ
ア
ル
ヘ
キ
也

（
巻
二
・
一
四
ウ
七
）
、
○
ヲ
ホ
ヘ
ム
l
勾
叫
也
（
巻
二
二
二
八
オ
一
）
、
○
只
今
シ
ナ
の
カ
l
叫
事
不
重
ナ
シ
（
巻
二
・
二
八
ウ
六
）

助
詞
と
し
て
は
「
バ
シ
」
（
二
例
）
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。

○
我
ハ
シ
タ
モ
チ
心
経
－
ハ
レ
ー
ヨ
マ
ム
ト
云
へ
カ
シ
ト
ヲ
モ
ヘ
ト
モ
サ
イ
ハ
～
ア
ト
（
平
濁
）
ナ
ケ
ナ
リ
ト
イ
ハ
レ
シ
ト
ヲ
モ
へ
ハ
其
ハ
自
然
ニ

コ
ソ
ナ
ト
答
フ
ル
也
（
巻
一
二
二
八
ウ
六
）

右
の
他
に
も
、
本
資
料
に
は
注
目
さ
れ
る
言
語
事
象
は
非
常
に
多
い
が
、
特
に
新
生
面
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
摘
記
し
た
次
第
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
二
観
智
記
」
は
、
国
語
史
的
に
注
目
さ
れ
る
言
語
徴
証
を
多
く
有
し
て
お
。
、
新
た
な
明
恵
上
人
関
係
聞
書
類
の
；
と

し
て
重
視
さ
れ
る
べ
き
資
料
と
思
わ
れ
る
。

特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
右
の
中
世
語
的
事
象
、
或
い
は
和
文
的
要
素
等
の
、
い
わ
ゆ
る
非
書
記
言
語
的
な
徴
証
が
、
少
数
の
例
外
を
除

い
て
、
他
典
籍
の
引
用
、
注
釈
を
展
開
し
て
い
る
先
の
表
一
掲
載
の
限
ら
れ
た
章
段
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
間
題
は
、

本
資
料
の
成
立
背
景
と
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
て
、
表
記
等
、
他
の
言
語
徴
証
を
含
め
、
総
合
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ

う
0 ○

サ
レ
ハ
律
宗
ノ
人
モ
須
史
二
死
ニ
ナ
ム
ト
ス

ク
セ
ム

者
何
ソ
努
多
事
プ
ト
仰
セ
ラ
レ
タ
リ
（
巻
二
・
二
八
ウ
八
）

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究



鎌
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〓
ハ
二

又
、
聞
書
類
に
共
通
し
て
想
定
さ
れ
る
本
文
の
生
成
過
程
の
問
題
も
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
聞
書
作
成
の
実
態
、
編
集
作
業
の
具

体
的
内
実
は
、
現
存
本
文
を
国
語
史
資
料
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
い
得
る
か
を
決
定
す
る
重
要
な
問
題
と
言
え
る
。
次
の
課
題
と
し
て

位
置
付
け
て
お
き
た
い
。

注（
1
）
　
拙
稿
「
高
山
寺
関
係
聞
書
類
の
資
料
的
性
格
と
学
統
－
講
説
聞
雷
と
伝
授
聞
雷
と
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
九
十
五
韓
、
平
成
八
年
三

月
）

（
2
）
　
「
明
恵
上
人
行
状
」
　
に
は
「
講
経
説
法
」
と
い
う
用
語
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。

○
建
暦
二
年
壬
申
秋
比
、
或
所
ニ
シ
テ
上
人
講
経
説
法
ノ
次
こ
、
選
揮
集
ノ
中
二
虞
ミ
ニ
一
向
専
修
ノ
行
ヲ
立
ト
シ
テ
、
菩
提
心
ヲ
撥
去
シ
（
明
恵

上
人
行
状
（
仮
名
行
状
）
　
下
一
オ
）

（
建
保
二
年
）

〇
二
月
十
五
日
捏
磐
会
、
幼
年
ノ
昔
ハ
講
経
説
法
ニ
ヲ
ヨ
ハ
ス
、
偏
二
山
林
深
谷
二
後
ヲ
ク
ラ
ク
シ
讃
経
念
彿
ヲ
専
シ
テ
彿
恩
ヲ
念
ス
（
明
恵
上
人

行
状
（
仮
名
行
状
）
　
下
六
ウ
）

「
講
経
」
と
い
う
行
為
は
、
特
定
の
典
籍
に
対
し
た
注
釈
的
講
義
を
指
す
も
の
で
、
次
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

○
寛
喜
二
年
二
月
十
五
日
ノ
淫
楽
合
ヨ
リ
、
日
中
ノ
遠
教
経
ノ
講
脛
ニ
ア
ヒ
ツ
、
キ
テ
淫
楽
講
ノ
式
許
行
テ
、
十
六
羅
漢
遺
跡
舎
利
講
ノ
三
ノ
式
、

ナ
ラ
ヒ
ニ
科
名
等
ノ
夜
ノ
分
ノ
所
作
ニ
ヲ
イ
テ
ハ
、
コ
レ
ヲ
止
メ
ラ
レ
畢
ヌ
　
（
明
恵
上
人
行
状
（
仮
名
行
状
）
　
下
二
一
オ
）

右
に
基
づ
き
、
明
恵
の
法
談
活
動
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。



（3）（4）

法
談

鵠
そ
の
他
（
「
説
戒
」
「
問
答
講
」
等
）

金
水
敏
「
方
便
智
院
聖
教
目
録
」
（
『
明
恵
上
人
資
料
第
四
』
平
成
十
年
一
月
）
三
九
七
頁
。

宮
澤
俊
雅
「
高
山
寺
経
蔵
聖
教
内
真
言
書
目
録
」
（
『
高
山
寺
古
目
録
』
解
説
）

（
5
）
　
明
恵
上
人
と
紀
州
崎
山
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
奥
田
勲
『
明
恵
　
遍
歴
と
夢
』
（
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
）
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
「
華
厳
信
種
義
聞
集
記
」
「
解
脱
門
義
聴
集
記
」
に
類
例
が
あ
る
。
詳
細
は
拙
稿
「
義
林
房
喜
海
の
講
義
と
そ
の
間
書
類
に
つ
い
て
」
（
中
央
大
学

大
学
院
研
究
年
報
第
二
二
号
、
平
成
五
年
三
月
）
参
照
の
こ
と
。

（
7
）
　
「
寛
喜
三
年
（
二
一
三
一
）
二
月
十
五
日
ハ
即
チ
是
レ
上
人
最
期
ノ
講
経
ナ
リ
」
（
仮
名
行
状
下
）

（
8
）
　
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特
輯
号
三
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
）

（
9
）
　
柳
田
征
司
「
『
栂
尾
御
物
語
』
備
忘
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
一
韓
、
昭
和
六
十
三
年
八
月
）

（
1
0
）
　
池
田
亀
鑑
編
『
源
氏
物
語
大
成
』
　
に
よ
る
。

（
1
1
）
　
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
一
韓
、
昭
和
六
十
三
年
八
月
）

小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
の
方
法
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
五
韓
、
平
成
四
年
五
月
）

（
誓
　
吉
田
金
彦
「
中
古
近
古
に
お
け
る
推
量
語
「
む
ず
」
「
む
と
す
」
の
用
法
」
（
国
語
と
国
文
学
昭
和
三
十
七
年
三
月
）

吉
田
金
彦
「
「
む
ず
」
（
ん
ず
）
　
の
成
立
」
（
国
語
国
文
昭
和
三
十
七
年
八
月
）

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特
輯
号
三
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
）

小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
一
韓
、
昭
和
六
十
三
年
八
月
）

明
恵
関
係
聞
書
類
と
し
て
の
『
観
智
記
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
の
基
礎
的
研
究



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

［
付
記
］
　
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、
高
山
寺
御
当
局
よ
り
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
、
又
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
の
諸
先
生
よ
り
貴
重
な
御

助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
尚
、
本
稿
は
平
成
十
一
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
奨
励
研
究

A
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




